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���� ( !"#$%&"'(')%!$&'*+(')%) は非弁膜
症性心房細動における虚血性脳卒中及び全身性塞
栓症の発症抑制として現在広く用いられている｡
抗凝固薬による副作用の,つとして頭蓋内出血が
あるが, ダビガトランは-./01試験2), リバー
ロキサバンは-��3.4�5試験6), アピキサバ
ンは �-784�40.試験9), エドキサバンは .:/
;�;.�5/47<7=>試験=) それぞれにおいて,
ワーファリンと比較し頭蓋内出血が優位に少ない
ことが証明されている｡ しかしながら����内
服中患者に頭蓋内出血を合併する場合があり, 投
与についてはいくつかの指標が必要とされている｡

今回, 我々は当院で経験した����内服中患者
の頭蓋内出血発症例の患者背景, 危険因子を検討
した｡
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6?26年,月から6?2@年26月のA年間に当院神経
内科で経験した頭蓋内出血は99=例であり, その
うち����を内服していたB例について後ろ向
き研究を行った｡ 調査内容として, 頭蓋内出血部
位, ����の種類, ����投与量, 年齢, 性別,
C<7, 既往歴 (高血圧, 糖尿病, 脂質異常症,
肝障害, �3�, 脳卒中), 抗血小板剤併用の有無,
:8�7�8併用の有無, 来院時血圧, �D44, D4/
7:-, 血清 �", 推算 ��"(�&$E$"&F%/;'+(%式
で算出), 頭部<-7での無症候性脳出血及び微
小脳出血 (以下G!$"&H(## I) の有無, 出血量,
出血量の増大の有無, �J��86スコア, J�8/
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6?26年,月から6?2@年26月のA年間に当院神経内科で経験した頭蓋内出血99=例のうち,
����を内服していたB例の臨床的特徴について検討した｡ Z例 (>V％) は高血圧の既
往があり, [例 (==％) は頭部外傷によるものと考えられた｡ ����内服中患者では,
特に高血圧や頭部外傷が頭蓋内出血の危険因子となることが示唆された｡
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2) 益田赤十字病院内科 6) 同 神経内科
連絡先：〒@V>/>\?2益田市乙吉町イ2?9/2

益田赤十字病院内科



� !"スコア, #$%, 手術の有無, 院内死亡の
有無, 頭部外傷の有無, 常用薬, 併存症などにつ
いて調査を行った｡
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(&) 症例総数, 年齢, 性別, �'(, 既往歴,
常用薬
対象となった症例は))*例であり, うち"+,-
を内服していたのは.例 (/01％) であった｡ 患
者背景を表に示す｡ (表&) 病名は急性硬膜下血
腫が2例, 視床出血が2例, 小脳出血が2例, 被

殻出血が&例, 慢性硬膜下血腫が&例, 皮質下出
血が&例であった｡ .例の平均年齢は1103±401
歳, 男性が5例 (**0*％), 女性が6例 (7708％)
であった｡ �'(の平均は/90:±/09であった｡ 高
血圧の既往があったのが.例中;例 (440:％),
糖尿病の既往があったのが<例 ())0)％), 脂質
異常症の既往があったのが<例 ())0)％) であっ
た｡ 抗血小板剤を併用していたのが2例
(//0/％) であり, =%,("%を併用していたのは
&例 (9909％) であった｡ 肝障害は全例でなかっ
た｡ 脳卒中の既往があったのは<例 ())0)％) で
あった｡
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(�) 来院時血圧,  !"", !"#$%&
来院時収縮期血圧の平均は'()*+±,)*+--./,

拡張期血圧の平均は),*+±')*(--./であり,
来院時収縮期血圧が'01--./以上であったも
のは2例中3例 (44*5％) であった｡  !""の平
均は,)*)±0*'秒, !"#$%&の平均は'*',±1*',で
あった｡
(6) 腎機能
推算 778の平均は(9±'5*(であり, 91～0)で
あったのが:例, (1～+)であったのが�例, 41以
上が�例, 体重がわからず不明であったのが;例
であった｡
(:) 7. <=,スコア, . =#>?@<スコア
7. <=,スコアの平均は,*5±'*9, . =#

>?@<スコアの平均は'*5±1*+であった｡
(A) 頭部B&$での-CD8EFGHHIJ
頭部B&$が事前に施行されていたものは2例

中K例 (++*4％) あり, そのうち-CD8EFGHHIJが
認められていたものが�例 (99*9％) あった｡ う
ち;例は多数の-CD8EFGHHIJが認められていた｡
(K) 頭部外傷の有無
頭部外傷の既往があったものは2例中:例

(00*0％) であり, これは不明だが疑われたもの

が�例 (,,*,％) を含む｡ その�例は急性硬膜下
血腫症例であり, 本人が記憶していなかったが頭
部外傷が疑われた例であった｡
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<L 7の内訳はリバーロキサバン'1-/が:
例 (00*0％), リバーロキサバン '(-/が6例
(99*9％), アピキサバン(-/が�例 (,,*,％)
であった｡ 推算7D8に対する<L 7の適正使用
は2例中3例 (44*5％) であり, 推算 77845で
リバーロキサバン'1-/の過小投与症例が;例
認められた｡ ;例は体重が不明であり, 推算778
が不明であった｡
 �!"#�$%

入院後出血量の増大が2例中6例 (99*9％) で
認められた｡ 出血量の増大が認められた6例を図
に示す｡ (図;～6) また当院には脳外科の常勤
医が不在のため6例が手術可能な近医に搬送とな
り, うち�例で血腫除去術が行われた｡ 血腫除去
術が行われた�例は急性硬膜下血腫と小脳出血で
あった｡ 急性期の院内死亡例はなかった｡ 退院時
-&=の平均は9*(±'*4であった｡
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����はワーファリンに比べて脳卒中の発症
率や頭蓋内出血のリスクが低く, また出血を起こ
しても出血量の増大が少ないことが報告されてお
り ), 非弁膜症性心房細動患者の虚血性脳卒中予
防にワーファリンよりも����が選択される機
会が増えている｡ しかしながら����内服中患
者の頭蓋内出血は臨床的にしばしば遭遇すること
があり, ワーファリンにおける!"#$%&のよう
な指標がないため, その適切な投与量の決定が難
しい場合も多い｡ そこで本研究では, 当院で経験

した����内服中患者での頭蓋内出血症例の臨
床的特徴を明らかにし, その危険因子について検
討した｡
まず患者背景の特徴の'つとして年齢が高い
((()*±+)(歳) ことが挙げられる｡ 脳卒中データ
バンク,*- によると,**.～,*-/年0月の出血性脳
卒中の平均年齢は1.)/歳である1)｡ 当院が存在す
る益田市は平成,.年0月時点で, 総人口に対する
1 歳以上の高齢者割合を示す高齢化率が/1),％の
超高齢社会であり(), それが影響していると思わ
れた｡
次に高血圧合併症例が多い (++).％) ことが挙
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げられる｡ 脳卒中データバンク����では出血性脳
卒中において高血圧合併率は !"#％であり$), %&'(
らの多施設後ろ向きコホート研究では�#�例の
)*+,関連頭蓋内出血のうち��#例 ( -"�％) に
高血圧を合併していた�)｡ したがって, 高血圧は
)*+,内服中においても頭蓋内出血の危険因子
として考えられた｡
今回経験した.例のうち/例 (!!"!％) は頭部
外傷によるものであった｡ %&'(らの上記研究に
おいて�#�例の )*+,関連頭蓋内出血のうち硬
膜下血腫は#�例 (�#"�％) あり�), また01213(
らのダビガトラン内服中患者の頭蓋内出血に関す
る後ろ向き研究では4例中5例 ($#％) に頭部外
傷の既往があった6)｡ イダルシズマブはダビガト
ランの特異的中和剤として���$年��月より日本で
発売されているが, このイダルシズマブが投与さ
れた�#�症例のうち�#例 (!�％) は外的要因が示
唆される出血時であった-)｡ これらのことから

)*+,内服中の頭蓋内出血の原因として, 外傷
に起因するものが多いことが示唆されており, 本
研究も同様の結果が得られている｡ 当院の医療圏
域は前述の通り超高齢社会であり, 認知症の合併
患者やフレイル状態にある患者が多い｡ 今回経験
した/例においても平均年齢6�"6歳と高く, 併存
症も多かったことから, 転倒のリスクが高かった
ことが考えられた｡
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今回我々が経験した.例のうち4例 (6-％) は
高血圧の既往があり, /例 (!!％) は頭部外傷に
よるものと考えられた｡ )*+,内服中患者では,
特に高血圧や頭部外傷が頭蓋内出血の危険因子と
なり得る｡ )*+,を処方する場合, 厳格な血圧
管理に加え, 転倒のリスクを評価することが望ま
れる｡
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